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記入例 

業 績 書 

 

記入年月日 

２０２６年１１月１日 

氏名（自署） 

明治 太郎 

 

Ⅰ 研究上の活動に関する事項 ※最新のものから順に記入 

 

１ 専門分野（「科学研究費助成事業 審査区分表（総表）」を参照して記入） 

小区分番号 小区分名 （例：01010 哲学および倫理学関連）※複数記入可 

03020 日本史関連 

 

２ 現在の研究テーマ 

№ 研究テーマ 

1 

 

日本の私立大学史 

 

 

３ 主要研究業績 

（必要本数：応募資格が教授の場合は13本以上、准教授の場合は8本以上、講師の場合は3本以上を記入） 

(1) 著書（担当科目・専門分野に関連する主要なものを記入。必要本数を超えるものは省略可） 

№ 発表年月 著者等、タイトル、発行所、出版社等 （MLA や APAスタイル等で記入） 

1 

 

2 

 

 

3 

2027年1月 

（発表予定） 

2024年7月 

 

 

2020年12月 

明治太郎. (2027). 『明治大学史総論』 明治大学出版. 

 

明治太郎・明治次郎・明治三郎・明治四郎. (2024). 「第2章 大正期の明治大学」

明大一郎編,『明治大学の歴史2』めいだい社，pp.50-60. 

 

明治次郎・明治太郎・明治三郎. (2020). 「第3章 明治期の明治大学」明治次郎編，

『明治大学の歴史1』めいだい社，pp.50-60. 

 

（ほか５件） 

(2) 学術論文（担当科目・専門分野に関連する主要なものを記入。必要本数を超えるものは省略可） 

№ 発表年月 著者等、タイトル、発行所・出版社等 （MLA や APAスタイル等で記入） 

【査読あり】 

1 

 

 

 

2 

2024年4月 

 

 

 

2022年1月 

明治太郎. (2024). 「明治大学の建学の精神についての一考察」. 『明治大学史学

会誌』, 第 3 巻第 5 号，pp.20-30. 明治大学史学会. https://doi.org/10.1234/m

eiji.2024.56789 

 

昭和三郎・明治太郎他. （2022）. 「リバティタワー竣工後の明大生気質」, 『Meiji 
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History Review 』 , Vol.10, No.5, pp.21-30. 明 治 大 学 史 研 究 会 . 

https://doi.org/10.1234/meiji.2022.98765 

【査読なし】 

1 2023年2月 

 

明治太郎・明治次郎. （2023）. 「グローバルフロント竣工に伴う明大生気質」,

『Meiji History Review』, Vol.10, No.5, pp.21-30. 明治大学史研究会. 

 

（ほか３件） 

(3) 主要研究業績の概要（記入の業績のうち５本（任用資格が「講師」の場合は３本）以上の概要を記入） 

№ 発表年月 種類 「タイトル」（査読の有無）、単著・共著の別、概要（各２００字以内） 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

2027年1月 

（発表予定） 

2024年7月 

 

2024年4月 

 

2023年2月 

 

2022年1月 

著書 

 

著書 

 

学術論文 

 

学術論文 

 

学術論文 

「明治大学史総論」 単著 

○○○○・・・・ 

「明治大学の歴史２」 共著 「第２章 大正期の明治大学」 

○○○○・・・・ 

「明治大学の建学の精神についての一考察」（査読あり） 単著 

○○○○・・・・ 

「グローバルフロント竣工後の明大生気質」（査読なし） 共著 

○○○○・・・・ 

「リバティタワー竣工後の明大生気質」（査読あり） 共著 

○○○○・・・・ 

 

４ その他の研究業績 

 (1) 翻訳・書評・作品等（担当科目・専門分野に関連する主要なものを記入） 

№ 発表年月 種類 著者等、タイトル、発行所・出版社等 （MLA や APAスタイル等で記入） 

1 XXXX年XX月 

 

 

翻訳 ○○○○原著者名.（YYYY出版年）. ○○○○原書タイトル.○○出版

社名（明治太郎・明治花子訳. （YYYY出版年)『○○○タイトル』め

いだい出版）. 

 

（ほか１件） 

(2) 学会発表（担当科目・専門分野に関連する主要なものを記入） 

№ 発表年月 発表者、発表タイトル、発表の種類、学会名、開催地等（MLA や APAスタイル等で記入） 

1 

 

2 

XXXX年XX月 

 

XXXX年XX月 

明治太郎. （発表代表者：明大一郎） （YYYY, M月）「発表タイトル」明治大学史

学会、明治大学（東京） 

明治太郎. （YYYY, M月）「発表タイトル」，世界大学史学会，オンライン 

 

（ほか２件） 

(3) 科学研究費助成事業等外部研究費の取得状況（担当科目・専門分野に関連する主要なものを記入） 

№ 研究期間（年月～年月） 研究費名称、「研究課題名」、研究代表者・研究分担者の別、金額 

1 XXXX年XX月～XXXX年XX月 科学研究費助成事業基盤研究Ｃ、「○○○○○○」、 研究分担者（研

究代表者：明大一郎）、300万円 
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(4) 他研究機関との共同研究の実績等（担当科目・専門分野に関連する主要なものを記入） 

№ 研究期間（年月～年月） 研究機関名称、「研究課題名」、研究代表者・研究分担者の別 

1 XXXX年XX月～XXXX年XX月 （株）○○○○工業、「○○○○○○○○」、研究代表者 

 

(5) リサーチマップ等 
（上記３⑴ ～４⑷ までの内容以外に、研究業績等を報知したい場合のみ記入） 

ＵＲＬ 

https://researchmap.jp/readXXXX 

 

 

５ その他研究上の活動における特筆すべき事項 

№ 概要 

 なし 

 

 

 

Ⅱ 教育上の実績に関する事項 ※最新のものから順に記入 

 

１ 教育方法の実践例（担当科目に関連するものを記入） 

№ 実施期間（年月） 概要、実施大学等 

1 

 

2 

2021年4月～現在に至る 

 

2019年4月～現在に至る 

大学院法学研究科の英語コースにおいて、「○○○○研究Ⅰ・Ⅱ」を

英語で講義している。 明治大学大学院法学研究科 

「○○○○概論Ａ・Ｂ」（学部１年生科目）の講義において、携帯電

話を使ったアンケート調査を取り入れ、双方向型の講義を実現した。 

明治大学法学部 

 

 

２ 作成した教科書、教材、参考書（担当科目に関連するものを記入。著書・学術論文等との重複可） 

№ 発表年月 著者等、タイトル、発行所・出版社等 （MLA や APAスタイル等で記入） 

1 2017年3月 

 

 

明治太郎・明治花子他. （2017）． 「第1章 明治大学の創立者」明治太郎，『明治

大学史入門』めいだい社，pp.1-15. 

 

（ほか１件） 

 

３ その他教育上の実績における特筆すべき事項 

№ 概要 

 なし 
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Ⅲ 職務上の実績に関する事項 ※最新のものから順に記入 

 

１ 資格・免許（担当科目・専門分野に関連するものを記入） 

№ 取得年月 資格・免許名称 

1 

 

2002年3月 高等学校教諭１種免許状（地理歴史） 

 

２ 特許（担当科目・専門分野に関連するものを記入） 

№ 出願年月 特許名称（特許番号） 

1 

 

XXXX年XX月 ○○○○○○（特許第XXXXXXX号） 

 

（ほか３件） 

 

３ 学会における活動実績等 

№ 入会期間（年月～年月） 学会名（※役員等を務めた場合は役職名と就任期間） 

1 

 

2015年6月～現在に至る 明治大学史学会（副会長 2018年4月～2020年3月） 

 

４ 社会における活動実績、海外における活動実績等 

№ 活動期間（年月～年月） 活動内容 

1 

2 

2017年4月～2018年3月 

2019年4月～2020年3月 

○○○○大学（イギリス）客員研究員 

○○県○○委員会委員 

 

５ その他職務上の実績における特筆すべき事項 

№ 概要 

 なし 

  


